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実践団体情報 

記入日 西暦 2021 年 1 月８日（2020 年度のチャレンジプラン） 

実践団体名 愛知県立豊橋特別支援学校 

代表者名 白濱菜穂子 

プラン全体のタイトル とよまつ学(まな)防災(ぼうさい) 

  〜新型コロナ禍における肢体不自由特別支援学校の 

防災教育〜 

電話番号 0532-61-8118 

メールアドレス s.seito@toyohashi-sh.aichi-c.ed.jp

実践団体の説明 肢体不自由を対象とする小学部、中学部、高等部からなる

特別支援学校。近年、障がいの重度重複化、多様化が進

み、日常生活での活動範囲が限られる児童生徒が増えてい

る。防災訓練に継続的に取り組むことで、児童生徒が主体

的に自分の身を守る行動ができるようになってきている。 

所属メンバー （代表）校長：白濱菜穂子 

（担当）教諭：鈴木健一郎 

活動地域 学校所在地：愛知県豊橋市 

通学区域：愛知県東三河全域 

豊橋市、豊川市、新城市、蒲郡市、田原市 

活動開始時期・結成時期 （西暦）1975 年 4 月 1 日 設置 

過去の活動履歴・受賞歴 なし 

プラン全体の概要 ・新型コロナ禍での避難所生活について学ぶため、静岡大

学の藤井基貴研究室とＺＯＯＭで結び、大学生と本校児童

生徒とのリモート授業を実施する。 

・岐阜県で発生した豪雨被害について調べるため、岐阜県

立大垣特別支援学校とテレビ電話で結んで現場の声を聞

く。大垣特別支援学校とは、テレビ会議システムで防災授

業交流も実施する。 

・シェイクアウト訓練や、全校で一斉に各学級・グループ

での防災学習に取り組む「とよまつ学防災の日」を実施。

すべての実践学級・グループで「まとめ」を記録する。 
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プランの年間活動記録 

プランの立案と調整 活動準備 実践活動 

4 月 

5 月 静岡大学と打ち合わせ開始 

6 月 第１回校内委員会 

7 月 大垣特支と打ち合わせ 

8 月 日高特支の体験プログラム 

大垣特支とリモート授業 

9 月 第２回校内委員会 第１回シェイクアウト訓練 

第１回災害伝言サービス訓練 

10 月 静岡大学と最終打ち合わせ 

大垣特支と打ち合わせ 

とよまつ学防災の日 

・静岡大学とリモート授業

11 月 大垣特支と防災交流学習 

12 月 第３回校内委員会 

1 月 第２回シェイクアウト訓練 

第２回災害伝言サービス訓練 

2 月 

3 月 

プラン全体の反省点・課題・感想 ・オンラインの会議システムを利用して、その場に居なが

らにして、防災について学んだり災害現場の様子を知った

りすることができた。 

・肢体不自由の特別支援学校として、子どもの生の声を発

信することが、私たちの大きなチャレンジとなった。 

今後の活動予定 ・ＺＯＯＭによるリモート授業を継続し、さらに多くの学

校、団体とつながりをもっていく。 

・肢体不自由特別支援学校としての情報発信の継続。災害

時の障がい者理解を深めていきたい。また、避難所での災

害弱者の受け入れの一助となればと考える。 

・全校で防災学習に取り組む「とよまつ学防災の日」を継

続していく。 
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実践したプランの内容と成果 

記入日 西暦 2021 年 1 月８日（2020 年度のチャレンジプラン） 

実践団体名 愛知県立豊橋特別支援学校 

実践番号（団体内・年度内の通し番号） 1 

タイトル とよまつ学(まな)防災(ぼうさい) 

  〜新型コロナ禍における肢体不自由特別支援学校の 

防災教育〜 

実践担当者のお名前 鈴木健一郎 

実践にかかった金額 10 万円未満 

実践の準備にかかった時間 数ヶ月 

実践活動を実施した日時 西暦 2020 年 4 月〜西暦 202１年 1 月 

実践の所要時間 約 1２時間 

実践の運営側で動いた人の人数 約 180 人 

防災教育の対象者の属性 小学生（低学年）・小学生（高学年）・中学生・高校生・保

護者/PTA 

防災教育の対象者の人数 約 157 人 

実践を行った都道府県と市区町村 愛知県 豊橋市 

実践を行った具体的な場所 

例：〇〇小学校体育館

愛知県立豊橋特別支援学校 各教室・特別教室 

★実践に必要だった特定の能力を

持った人・物品・ツール・知識等 

・静岡大学 藤井基貴先生

・実行委員 諏訪清二先生

達成目標 感染症予防対策のため、たくさんの子どもが集まったり地域の方とと

もに行ったりする防災訓練が実施不可能になった。そのため、オンラ

インの会議システムを利用してリモート授業を行ったり、子どもが密

集しない形態の防災学習実施したりすることで、新型コロナ禍におけ

る新しい防災教育の形を模索することを目的とした。 

どの力を身につけよ

うとしましたか？  

知識・技能 かなり 

思考力・判断力・表現力 かなり 

学びに向かう力・人間性 大いに 
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実践内容・方法 静岡大学の藤井研究室の学生と、「感染症と避難所」というテーマでリ

モート授業を行う。

・藤井先生と、電話・メールで打ち合わせを重ねる。

※本校の児童生徒の実態や担当者の思いは、何度もていねいに伝えさ

せていただいた。講師謝金なども必ず確認しておく。 

・機器の接続テストも兼ねて、授業を担当する学生も含めて最終打ち

合わせを行う。 

・リモート授業を実施。

※教室全体の声を拾うことが難しいため、

授業担当者が補足説明しながら授業を進行。 

・お礼、謝金の支払い。

得られた成果 ・専門家のいる場所に移動したり、専門家を招いたりしなくても、ネ

ット環境と端末があれば、その場に居ながらにして防災の話を聞くこ

とができるということを実現することができた。 

・授業の最後に本校の生徒が「災害時は支援を受ける立場になるが自

分にできることを探して実行したい」という内容の感想を話して、静

岡大学の学生にも貴重な機会となった。そのことにより、特別支援学

校として災害弱者の声を発信することが、私たちの大きなチャレンジ

であるということに気づくことができた。 

どのくらい身につき

ましたか？  

知識・技能 かなり 

思考力・判断力・表現力 かなり 

学びに向かう力・人間性 大いに 

課題・苦労・工夫 ・管理職への説明や授業担当者との打ち合わせなど、校内でのていね

いな調整が必要となる。 

・防災に関する各種講演会やウェビナーへの参加が、さまざまな学

校・団体とつながりをもつきっかけとなる。 

★運営・実践の担当者が協力を求めた人や団体（関係者）について

関係者の名前・団体名 藤井基貴 

関係者の説明 静岡大学教育学部准教授 

関係者の連絡先 静岡大学 
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★この実践事例を通じてあなたが学んだことや誰かに伝えたいメッセージ

伝えたい相手 前担当者 

伝えたい内容 感染症拡大のため当初の目標は大きな変更を迫られたが、新型コロナ

禍での防災教育を模索する中で、子どもの生の声を届けられる防災教

育の一端を垣間見ることができるようになった。 


